
留 学 報 告

クリーブランド留学報告

口腔外科学第一講座 野 村 務

みなさん、こんにちは。早いもので、クリーブ

ランドに来てから、２年半となり、帰国の時も近

づいてきました。今までの経過など、みなさんの

ご参 になればと思いまして、今回クリーブラン

ド留学記について書かせていただきます。

留学については、いつかはアメリカに行く日が

来る日がくるかもしれないと漠然と えていまし

た。子供の頃からAmericanTop40などを聞きか

じっていたもので、アメリカしか えていません

でした。しかし、いざ、医局に残って日々をすご

していますと、まわりに留学の経験者はなく、そ

んな感じも薄れてきていました。そんな時に、応

募した、文部省在外研究員が３年目にしてようや

く、受理されて念願のアメリカ生活をはじめるこ

ととなりました。口腔腫瘍関係の仕事は、アメリ

カの歯学部ではやってないと聞いていたので、前

から興味のあった、インプラントの研究をと思い

ました。インプラントと応力の関係に興味をもち、

そんな仕事ができないものかとずっと思っていた

ときに、ここの口腔外科チェアマンのDr.Powers

（図１）のTranmandibularImplant（TMI）に

関する論文を読んで、このインプラントのみが骨

吸収でなく、骨増生の可能性があることを知り、

さらにこの分野について研究したいと思い至りま

した。とは言っても、来てからが大変でした。日

本からは想像しにくいことですが、口腔外科の医

局は学部長とDr.Powers、あとは研修医が10名い

るだけで、研究などはないに等しいものでした。

臨床のケースは見ることができますが、どうやっ

て研究を進めていこうか、１人で悩む日々が続き

ました。Dr.Powersの勧めで、当大学のBio-

medicalEngineering教室のKatz教授(図２)の

もとに相談に行きました。彼は、骨のオステオン

のバイオメカニクスに関しては、非常に高名な方

で、いろいろ相談にのってもらうことができまし

た。先生のところにあるAcousticMicroscopeを

用いて、osteonの配列ならびに、elasticproperty

を測定することによってインプラントにかかる応

力と骨のリモデリングの関係を調べることができ

るのではないかということになりました。次はい

かに、materialを設定するかです。いきなり、動

物実験をおこうなうにしても、特殊なインプラン

トだけに、機能モデルを作ることは非常に困難と

思われました。それよりもまず、下顎に関しては、

基礎的なオステオンの配列やelasticpropertyの

図１ 図２
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データが報告されてないことから、まずは屍体骨

を手に入れてそれからはじめることにしました。

またここで一苦労でしたが、学内をあっちこっち

回った挙句、歯学部の診断学の教授から、他の大

学の解剖実習の献体をゆずっていただくことがで

きました。世界中どこでもいい人はいるものだと

思いました。そんなこんなで、基礎的なデータか

らはじめ、有限要素法の解析などをおこなったり、

また、さらにTMIに用いる、金合金の生体親和性

をチタン、アパタイトなどと比較するための動物

実験もミシガン大学口腔外科の同門会の援助では

じめることができました。

最初は10ヶ月の予定で帰る予定でしたが、実は、

TMIを使用されている患者さんが消化器癌で余

命がわずかのために、なくったあとは研究のため

に献体を当科に寄贈していてだけることとなって

おり、これは非常に貴重な献体であり、是非研究

に活かしたいと思っていたのですが、幸いにも患

者さんの体調もよく、それに伴い、滞在を伸ばす

ことになり、とうとう２年半の滞在となりました。

現在は、その献体を無駄にしないよう検索してい

るところです。

さて次はクリーブランドについてご紹介したい

と思います。来る前は、映画メジャーリーグの舞

台となったIndiansくらいしか知らなかったので

すが、きてみると見所はいっぱいありました。ま

ずクリーブランドは五大湖の１つのエリー湖の南

岸に位置し、市の人口は50万人ですが、これは他

の年の例にもれず、中心部の空洞化現象によるも

ので、首都圏の人口は280万人となってます。エリ

ー湖はあまりにも巨大で、日本海を見まがうばか

りで新潟となぜか似ています。1920年代のロック

フェラーがいた頃は鉄鋼と、石油の街でしたが、

今はすっかり様変わりし、全米病院ランキング４

位のクリーブランドクリニックと当大学があるこ

ともあり、街の産業はほとんどが医療関係となっ

ております。また近年、ダウンタウンの再開発に

よりスポーツコンプレックスは充実しておりま

す。もちろんIndiansのJacob’sfield、そしてバ

スケットのCavsのGundArenaがあります。今

は他に行ってしまいましたが、ケンプのダンクシ

ュートはかっこいいですね。あとは昨年にNFL

のBrownsが戻ってきました。どんないきさつが

あったのか知らないのですが、クリーブランドっ

子は戻ってきただけでうれしいらしく、いくら最

下位になろうが暖かく見守っています。あとはサ

ッカーチームや、ホッケーチームなど、見るスポ

ーツは盛りだくさんです。そういえば昨年マリナ

ーズの佐々木投手を球場でみました。今年もいれ

ば、イチローもみられたのですが…あと、クラシ

ック好きにはたまらないのはオーケストラではな

いでしょうか。全米でも有数のクリーブランドオ

ーケストラは大変すばらしいようです。僕はクラ

シックというよりは、ポップス派なんですが、ア

メリカでここにしかないロックの殿堂博物館は必

見の価値ありです。なんでも1951年に、ここのラ

ジオのDJアランフリードがロックンロールと言

う言葉を発明したようで、エルビスプレスリーの

メンフィスと争ってここに誘致されたとのこと。

さて最後にはやはりゴルフですね。あの帝王ジャ

ック・ニクラウスを生んだコロンバスが近くにあ

ることもあり、まさにゴルフパラダイスです。冬

場はハーフたった＄６！ のところからトーナメ

ントコースまで、あらゆるチョイスがあります。

図３ 図４

67



日本での10年分はあっという間にやったきがしま

す。（図4）

さて大学についてです。あまりなじみはないと

思いますが、CaseWesternReserveUniversity

といいます。なんて長い名前なんだうろと思って

いましたが、1967年にCase大学とWestern

Reserve大学が合併してできたと言うことで納得

しました。場所はダウンタウンかの東５マイルに

ユニバーシティーサークルというエリアがあり、

この中に位置しています。ここは博物館、美術館、

コンサートホールなどが集まったエリアで観光ス

ポットとなっています。さて歯学部はWestern

Reserve大学時代の1892年に設立され、もうすぐ

110年を迎えようとしてます。数年前に学内の変革

があり、基礎部門を縮小し、現在は、学生教育に

重点をおいた、即戦力となる学生を育てています。

さて、次に歯科関係についてちょっとお話した

いと思います。臨床の科に来ておりますので、い

ろいろ臨床を見ることができて、非常に楽しく思

っております。書き始めるときりがないのですが、

歯科に関しては、一般的に保険が利かないので、

それに関する話は多くあります。現実に、根管治

療などは非常に高価な治療となるために、抜歯、

そしてインプラントとなる患者が多数おり、30歳

台で上下総義歯になっている患者もかなり診ま

す。この点に関しては日本はなんて幸せなのかと

思います。ま、このために口腔外科ではインプラ

ントの患者は多く、市内には多数のインプラント

専門の開業医もいます。あとは口腔外科に関して

は、研修医を卒業するとほとんどは開業医で働き

ます。日本で口腔外科の開業というのは えられ

なかったのです、週に２日程度手術日があり、近

くの病院と提携して、手術日にはそちらに行って

手術をしてきます。手術使用料に関しては１分

＄20くらいからあるようで、患者または保険会社

から入ったお金から主治医が病院に払うようで、

いかに手術を短時間で終わらせるかが、収入をあ

げられるかの要のようです。

具体的に私の現在の生活は、手術日が月、水曜

ですので、できるだけそれには見るか、手洗いし

て入るようにしています。最初にも書きましたが、

腫瘍関係の手術はないので、顎変形症、顎関節、

TMIを主としたインプラントの手術が中心にな

ります。あとはこちらでは研修医用のプログラム

がしっかりしており、臨床講義、病理の講義など

があり、研修医といっしょに参加しています。そ

れ以外の時間は、歯学部の基礎の講座でお世話に

なって標本作成、できた標本をBiomedicalEngi-

neering教室に持っていって測定、解析、また動物

舎に行って手術後の犬のチェックなどを行ってい

ます。夜は、少しでも英語力の不足を補うために、

地元の自治体主催の無料の英会話教室に通ってい

ます。どのくらい力になるのかわからないのです

が、継続することが重要かと思い、なんとか続け

てきました。

最初の頃は、言葉の問題、民族性の問題など、

何をするのも大変でしたが、さすがになれてきた

のか、だいぶ快適な状態になってきました。もっ

といたい気もしますが、やはり日本に帰って、日

本の患者さんをみるのが本来の仕事ですので、ま

た元に戻りたいと思っております。今の段階では

まだわかりませんが、留学をさせていただいたこ

とは非常に有意義だったと思っております。みな

さんも機会がありましたら一度は経験するのもい

いかと思います。こっちに来てわかったのですが、

１週間とか１月とかで外国から見学に来ている人

もいますので。

最後に、送り出していただいた第一口腔外科の

みなさん、そして大学の事務の方には大変お世話

になりました。この場を借りてお礼を述べたいと

思います。ありがとうございました。

68



スコットランド便り（北の国から 2000年 冬)

歯科保存学第二講座 久保田 健 彦

2000年９月よりこちらUniversityofGlasgow,

DentalHospitalandSchool,Departmentof

Periodontology and Immunologyへ Post-

doctoralResearchFellowとして渡英してはや

３カ月がたとうとしています。新潟の皆さんもお

元気でご活躍のこととお慶び申し上げます（いつ

もメールで総合診療室運営委員会、インプラント、

顎関節の診療委員会のことや新潟歯学会について

拝見しております）。さて今回、川瀬先生（歯学部

企画広報委員）より突然E-mailで海外レポート

の依頼を受け、こうして寄稿することになった次

第です。確かに今はインターネットの時代ですか

ら前号で書かれた同期の依田先生のように、歯学

部ニュースも生の情報がすぐ出版されるようにな

ってきたんだなとつくづく感じました。ただまだ

着いて３カ月では皆さんに十分な情報を与えられ

ないかもしれませんが（その方が生々しくていい

とは川瀬先生の談）ご依頼ですので、今回は海外

で幾つか感じたことを書こうと思います。

ご存知のように、GlasgowはScotland最大の

都市で、UnitedKingdomではLondonに次ぐ大

きさです。しかしエジンバラに比べ日本人は少な

く、ここDentalSchoolに日本人は私一人です。

他の学部には何人か日本人学生がいますが少ない

です。依田先生のNIDCRとはえらいちがいです

ね（笑）。どうしてグラスゴー大学を選んだかとい

うと、まずはボスであるProf.Kinane（Denisと

呼んでます）のラボと研究テーマが近く個人的に

も面識があった事と英語が通じる国である点が大

きかったです。グラスゴーの街並みはさすがはス

コットランドでエジンバラ同様、中世の建造物や

広大な公園が町全体にありとても美しいところで

す。Scotlandには歯学部は現在２校しかなく、も

う一つはDundeeにあります。イギリスの天候に

ついては前々回に口腔生理学講座の井上先生が書

いてますがやはり悪く、一日の中に春夏秋冬（最

近はもっぱら秋冬です）４seasonsがあるといわ

れるくらい天候が変わりやすいです（まさに山の

天気のようでGore-Texのジャケットと折り畳

み傘が重宝しています）。しかし雨といってもそれ

ほど長くは降り続かないので慣れるとそれほど気

にはならなくなりますし、ときどき見せる晴れ間

はまた美しく虹も頻繁に見られます。緯度が北緯

56度のため最近は、めっきり日が短くなり、暗い

うちに出勤し暗くなって帰る感じです。また西岸

海洋性気候とはいえさすがに寒くなってきまし

た。雪はあまり降らないらしいですが、クリスマ

スのイルミネーションや活気はさすがにヨーロッ

パです。

写真１：Prof.Kinane、秘書のパメラ、と私の家族
（大学病院にて）

写真２：ラボにて（わざとらしくクリーンベンチ
の前で）
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さて、研究についてですが第二保存の医局への

手紙にも書いたのですが、こちらヨーロッパでは

アメリカとはまた違った研究スタイルがあるよう

に思います。例えば、イギリス人はレビューを書

くのがうまいといわれますが（Prof.Kinaneもそ

の一人です）、Ph.D.Studentsでも学位を取るた

めには厚さ８センチほどの自分の研究に関するレ

ビューを書かねばならず、参 文献は1000編にも

及びます。逆に日本の歯学博士の学位審査がいか

に甘いかを感じます。また、学位取得のために文

献をよく読み、歴史的な研究の経緯を総括的によ

く把握しているため 教育者を育てるにもいい訓

練だと思います（それが機能しているかは別です

が…）。更に、研究や臨床のテクニックについても

ヨーロッパでは、冷静に伝統的な手法と新しい手

法を評価してから判断しますし（いまでもかなり

伝統的なものにこだわる傾向はあります）、しっか

りとした仮説を基盤に、Negative&Positive

Controlsをしっかり取った研究を計画します（当

たり前ですが指導者がScienceをよく理解して

いるのです）。私のSupervisorはProf.Kinane

の他に、DrLappin（Davidと呼んでます）がい

ます。彼は歯科医師ではなく生粋の免疫学者で、

Natureにも論文を出しており、分子生物学から

化学、免疫学、病理学まで幅広いテクニックと知

識を持ちComputerを使ったデータ、統計解析能

力も素晴らしいです。現在は、Grantと家族の関係

でこちらにいますが、幾つかの国内の研究所を経

てここに来ています。私自身は、新潟では分子生

物学的手法（主にRT-PCR、RAP-PCR、ISH）

を用いて歯周組織破壊に関わるMMP&TIMP

の機能や好中球と歯周病易感受性について主に

mRNAレベルで検索してきました。しかし、こち

らでは更に免疫学色が濃くなり、第一のテーマと

して歯周病原細菌性抗原に対するPlasmacells

のAntigen-targetingをELISPOT,Immunohis-

tochemistryで 検 索 す る と 共 に Immunog-

lobulins,Cytokinesの発現局在をInsituhybrid-

izationで検索しています。また第二のProjectと

して、歯周組織由来細胞のCellcultureを応用し

て歯周炎の組織モデルを構築するとういう仕事を

担当しています。新しく経験するテクニックもあ

り、また患者さんのサンプルを集めたり、英語で

すべてMeetingやDiscussionをすることに慣れ

ていないため、かなりきついこともありますが、

新しい事への好奇心で楽しんでやってます。とい

うのも、親切なラボの同僚に恵まれた事があげら

れます。グラスゴーのいい点として、一般的に人

が本当に親切で優しいこと（エジンバラやイング

ランドではまた違うらしい）、子供や女性にはもち

ろんですが、次の人のためにドアを抑えて待つの

はあたりまえですし、外国人を含め他人への気配

りを感じます。また、祝祭日がほとんどない事か

ら、長いホリデーを取り海外旅行へ出かける事に

抵抗がなく（だいたい大学職員は有給休暇は年間

30-40日とるようです）、仕事も９時から５時まで、

土日は休みとOn/Offをはっきりしています。（む

しろSecurityの関係で夜間、休日はあまり大学に

こない方がいいらしいといわれました）。勿論仕事

はちゃんとやっており、日本はやっぱり物理的に

仕事が多すぎるのかなとも思います（臨床、教育、

研究と３本柱をきちんとやろうとしたらそうなる

ことは承知していますが…）。女性も若い人から年

輩の方までかなりの人が職を持っています。公共

機関では、博物館や美術館はすべて無料で展示内

容も素晴らしいのでおすすめです。大学では服装

はGentlemanの国イギリスなのか、男性はだい

たいダークスーツでネクタイを締め、黒の革靴を

履いています（個人的には日本の服装の方がリラ

ックスできて好きですが）。しかし悪い点として

は、商店など人にもよりますが基本的にサービス

は良くないです。何か食べながら仕事をしたり、

仲間同士話しながらゆっくりと対応するなどしょ

っちゅうですし、タフなおばさま方(笑）がよく働

いています。それが消費者としての立場ではマイ

ナスですし、日本人としてはカルチャーショック

でした。また、イギリス人は二人集まると列（キ

ュー）を作るといわれるように、銀行、レジ、ト

イレなどでホントよく並びます。その分割り込み

もないのですが、もう少し効率よくならないかを

と時々感じます。よって商店や企業のサービスは

日本の方がかなり上だと思います（ここではふれ

ませんが、英語の問題もあったかもしれませんが

車や銀行の手続きなどいろいろと苦労しました）。
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このようにかなり不便なことが多いですが、何と

なく心にゆとりがある感じがするのはグラスゴー

びいきになってきたからでしょうか（ゆったりし

過ぎていてレスポンスが遅いことも少しずつ慣れ

てきました）。あと、食べ物はやっぱり日本食の良

さを再認識しました。こちらの食べ物は、味付け

が淡白で野菜、乳製品が多いのでヘルシーなのか

もしれませんが飽きやすい味です。ただ家庭的な

スープ、伝統的なFishandChipsをはじめ日本で

は味わえないおいしいものもあります。食事の面

では、家族でこちらへ来てつくづく良かったと感

じています（中華街で日本の食材が手に入る）、も

ちろんそれ意外に精神的な面でのメリットは計り

知れないですが。逆に、単身留学する場合もいろ

いろと身軽に冒険できるし、飲みに行けるし、映

画や演劇を楽しめたりいい面もたくさんあるとは

思いますが。

大学についてですが、Glasgow大学は長い歴史

を持ち、インド、西アジア、ヨーロッパ、アフリ

カやアジアの学生も多く多人種です。日本の研究

者にも何人か会いました。DentalHospitalは新

潟大学と同じように、口腔外科、補綴、修復、小

児、歯周、矯正と分かれており広さは本学の約２

倍の大きさです（Drの数は半分くらいか？）。学生

は本学同様、最終学年の５年生が実際患者さんを

相手に臨床実習をしており、臨床に携わっている

時間はかなり長く感じました（アナムネや診査、

スケーリング、オペ助手等）。但し卒業してもDDS

はもらえずBDSです。治療のレベルは、ほぼ日本

と同じ程度だ思いますが、保険制度からか患者さ

んの口腔環境は必ずしも良くはないし、Drも敢え

て大学だから高度先進医療を施すということは、

研究でもない限り、またコストベネフィットの点

からも無いようです。また、歯科衛生士がとても

多く、専門の治療部門を持ちイニシアチブを取っ

て治療に当たっており、その地位は日本より遙か

に上で、勿論教育や知識プライドも高く感じまし

た。Dentalschoolと併設の病院はここのみです

が、さらに幾つかの関連病院がありサービスを提

供しています。

基礎・臨床の研究は、５つのプロジェクトから

なり、1) フッ素、Cancer,Primarycareを担当

する「Dentalhealthsciencegroup」、2) Caries/

Erosion,Laser,Dentalmaterial,Physiologyを

担当する「Oralbiologyandnew technology

group」、3) BonebiologyandFacialimaging

の「Dentalfacialdeformitiesresearchgroup」、

4) MolecularBiology and Bacteriologyの

「Infectionresearchgroup」、そして我がProf.

Kinaneの5) 「Periodontal Immunology

researchgroup」に分かれています。縦横のつな

がりは本学より密接で、各分野のスペシャリスト

が講座の壁を越えて研究する点は、今後新潟大学

でも学ぶべき点であると思いました。また研究棟

は、教育や臨床とは別フロアになっており、広く

機能的になっています。我々は、Infection

researchgroupと同じフロア（最上階で眺めがす

ばらしいです）のため、滅菌、培地、その他の設

備を共有し、色々な面で協力して一つの講座のよ

うになってます。また金曜はよく同僚とパブへ出

かけたりPartyをしたりと、同じフロア同士交流

をはかってます。お酒も安いしおいしいのですが

つまみなしでひたすら飲むので、日本人には結構

きついかも（笑）。他に、グラスゴー大学のAca-

demicdepartmentsが集合したRoyalInfirmary

とは、歯周病関連サイトカインを中心に遺伝子多

型を基盤とした共同研究をしています。また、ア

メリカをはじめフィンランド、スウェーデンなど

国内外の共同研究が盛んです。

いいことばかり書きましたが、客観的に見て日

本の方がいい面もたくさんあります。家庭的な医

局の雰囲気もある意味いいですし、講座制の便利

な面もあります。治安や、商品の品質もそうです。

写真３：グラスゴー大学（古くは蒸気機関のワッ
トや外科医リスターを輩出しました）
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中でもコンピューターは苦労しました。MAC/

Windows問題、Internet、大学のLAN接続、日

本語環境、ソケットや電源の違い、各機関の対応

の遅さなど書けばきりがないです。でも「郷に入

っては郷に従え」で何とかやってます。同様なこ

とは研究機器や試薬、文献検索システム、実験設

備にもいえますが…。

これからは、大学人、研究者として大事な事と

して３点「健康、英語、コンピューター」とおっ

しゃった吉江教授の話を思い出しながら、私もが

んばっている次第です。もちろん人格、仕事も大

事ですし、友好的な国際交流することも責務だと

思っています。

最後に、この海外研修の機会を与えて下さった

吉江教授を始め、不在中の職務をサポートしてく

ださっている歯科保存学第二講座、新潟大学歯学

部の皆様に感謝いたします。2001年９月に、元気

に皆様に会えるのを楽しみにしています。

追伸：おすすめのGlasgow関連、WebPage

を以下に付記いたします。興味のある方はアクセ

スしてみてください。メールも歓迎いたします。

1) http://www.gla.ac.uk/Acad/Dental/

research/perio/（もうすぐ改訂予定のうちのラ

ボのページ、私も載る予定）

2) http://www.gla.ac.uk/general/Pictures/

index.html（グラスゴー大学の写真のページ、歴

史的建造物がとても綺麗です）

3) http://square.umin.ac.jp/%7Emassie-tmd/

britlife.html（日本語でスコットランドを詳し

く紹介したページ、特にリンクが豊富でこれか

ら来る人の参 になります）
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E-mail2：da7t-kbt＠asahi-net.or.jp
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